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シンポジウムの開催に当たってあいさつする岡田学長
＝10月9日，金沢市文化ホール（金沢市高岡町）で

「キャンパス2050」シンポジウムで

金沢大学の未来像を提言 トップニュ
ース　　T

op  News

本学では50年後のキャンパス構想を策定

するに当たり，10月9日，金沢市文化ホー

ルで，学内外の有識者を招いてシンポジウ

ムを開催し，大学関係者や市民ら約140人

が参加した。

シンポジウムでは，岡田晃学長のあいさ

つに続いて，東京大学文学部長の樺山紘一

氏が講演を行い，「大学には生涯学習に対

応した教育の展開や産官学の連携が必要で

あり，地域の担い手としての役割を見直す

べきである。」と強調した。また続いて催

されたパネルディスカッションでは，中心

市街地に増えている空き地の活用に向けた

大学の参加や大学のシンボルを創ることな

どが提案された。

この日の提案などを参考に50年後のキャ

ンパス構想が策定され，来年5月の創立50

周年記念イベントで披露されることとなっ

ている。

様々な立場で意見を述べるパネリストたち
上段左から，宮下孝晴教授（教育学部）・進行役，樺山紘一氏（東京大学教授），在塚礼子氏（埼玉大
学教授），下段左から佐々木政雄氏（都市プランナー），福光松太郎氏（（社）金沢経済同友会副代表
幹事），奥野正幸助教授（理学部）
＝同上

パネリストに質問する参加者
＝同上
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巻頭言・10月のビッグニュース Foreword・Big  News

恒例の名誉教授懇談会が開かれる
10月7日，市内のホテルを会場に，恒例の「学長と名誉教授との

懇談会」が催された。今年の同懇談会は，名誉教授61名と本学関

係者23名の合わせて84名が集い，酒井榮一名誉教授（元理学部）と

大場義樹新名誉教授（元薬学部）のあいさつに続いて，木戸睦彦名

誉教授（元教養部）の乾杯で幕をあけ，旧交を深めた。

名誉教授の方々を前にしてあいさつする岡田晃学長
＝10月7日，ホテル日航金沢（金沢市本町）で

「産官学連携」という文字が毎日のように

新聞紙上をにぎわしている。不況の打開策と

して最近急に浮上してきたようだが，その必

要性が指摘されたのはそんなに新しいことで

はない。

昭和30年代前半の神武景気に始まった高度

経済成長によって雇用が拡大され，我が国の

人口は地方から大都会へと移動した。しかし，

昭和48年のオイル・ショック以来景気は急激

に減速してUターン現象が起こる。この時，

受け皿となるべき地方は個性を喪失してお

り，豊かな生活環境の早急な構築が求められ

たのである。このためには，まず停滞気味の

地域経済を活性化させることが急務とされ，

地域産業界が大学や公設試験研究機関と一体

となって「地域技術の向上」を目指すべきで

あるとして，国は産学連携の推進を図ったの

である。しかし，大学人は大学の設立目的が

研究と教育の二点であるとの意識を強くし，

また産学癒着の非難を避けるため産学共同に

消極的であった。

昭和62年から文部省は国立大学に「共同研

究センター」を設置して産官学連携の舞台と

した。共同研究に対する各種の規制緩和も進

んだ。このような対策の強化により共同研究

や受託研究の件数は年々増加を続けている

が，バブル崩壊後の極度の不況にあえぐ我が

国にとって産官学連携の目指す方向は「技術

指導」から「新産業創出」へとより具体的に

なってきた。今春「技術移転促進法」が国会

で成立し，大学の研究成果をビジネスに結び

付ける「技術移転機関（Technology Licensing

Organization＝TLO）」設置の機運が各地で高

まっている。「共同研究センター」はこの構

想に協力して地域産業の発展に寄与しなけれ

ばならない。

日本経済発展のため大学は「象牙の塔」に

閉じこもらず，自身が持つ技術シーズを開放

し，産業界はそれを有効に活用することが，

これからの産官学連携に求められるところで

ある。

共同研究センター長

石田 眞一郎
（工学部教授）

これからの産官学連携

巻頭
言

懐かしい話に花が咲いた懇談会場
＝同左



― 3（227）―

10月のビッグニュース Big  News

第29号　1998.11

金沢大学短期留学プログラム（KUSEP）開設記念式典が，

10月13日，大学会館で開催された。同プログラムは，外

国人留学生を1年程度受け入れ，主として英語による教育

を行うものであり，国立大学では本学が12番目，日本海

側では初めて開設された。

式典には，第1期留学生19名のほか，地域関係団体の代

表者や関係教職員合わせて約60名が出席し，岡田晃学長

のあいさつ，文部省留学生課長の祝辞（代読）に続いて，

プログラムの概要説明や各留学生の紹介が行われた。

式典終了後には祝賀会が行われ，参加者たちは思い思

いに交流を深めた。

式典に参加した第1期留学生たち
＝同左

留学生を代表してあいさつするディーツェ・ウルリッヒ
さん（ドイツ）
＝10月13日，大学会館ホールで

地域交流事業推進委員会，大学教育開放

センター，共同研究センターは，『大学を開

く』をテーマに地域交流フォーラムを開い

た。まず10月15日には，大学教育開放セン

ターを会場として，「地域との交流を深める」

をサブテーマに基調講演やパネリスト6名に

よる公開シンポジウムが行われた。また翌

16日には，共同研究センターを会場として，

「産学官の連携を深める」をサブテーマとし

て，共同研究の紹介などが行われた。

大学が地域や行政とどう連携すべきかが話題となったシンポジウム
＝10月15日，大学教育開放センター講義室で

マルチメディアに関する共同研究の成果を話す飯島泰裕助教授（経済学部）
＝10月16日，共同研究センターセミナー室で

日本海側で初の

短期留学プログラムを開設

'98 地域交流フォーラムを開催
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10月の動き Movement

懐かしい顔も見られた親睦会の1コマ
＝10月23日，金沢都ホテル（金沢市此花町）で

看板を掲げる中村厚生事務局長（左）と丸山彰経理部長
＝10月20日，事務局経理部入口で

会議開催に当たりあいさつする岡田晃学長
＝10月27日，石川厚生年金会館（金沢市石引）で

懇談会で披露する“短期留学プログラム”学生による合唱
＝同上

10月23日，「金沢大学事務OB会」の第4回会合が，市内のホテ

ルで開催され，OB会員と現職会員のうち約100名が集まった。総

会では，中村厚生事務局長から大学の近況が報告され，続いて吉

田真言庶務部長から，来年の会合については，5月29日に予定さ

れている創立50周年記念式典で再会できるため，“休会”とする

ことなどが報告された。

親睦会では，約2時間にわたって懐かしい面々との旧交を深め，

出席者は各々再会を期して散会した。

本学における会計事務を全学的に系統化し，情報化・合理化を

積極的に推進することを目的として，10月16日，経理部内に「会

計事務合理化推進室」が設置された。また，20日には関係者の手

により同推進室の看板が掲げられた。

本学を事務局とする「第8回石川地域留学生交流推進会

議」が10月27日に市内のホテルで開催され，文部省，石

川県内の高等教育機関及び国際交流団体などの関係者38

名が出席した。同会議では，留学生交流モデル事業地域

の指定等について活発な協議が行われた。

また，同会議終了後，初の「石川県内留学生との懇談

会」（同会議主催）が催され，留学生や国際交流関係者な

ど，約260人が一堂に会した。同懇談会では，各国の留学

生による歌や踊りも披露され，互いに親交を深めた。
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期　日：10月29日
場　所：ホリディ・イン金沢（金沢市堀川町）
出席者：全国の国際交流担当課長35名ほか
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■平成10年度国立大学
国際交流課長等連絡協議会

10月の全国・ブロック会議
本学が当番で開催した全国又は地方ブロックの会議

期　日：10月30日
場　所：総合情報処理センター
出席者：全国の関係センター長27名ほか

■平成10年度（第13回）学術及び総合情報
処理センター長会議
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▲

本学非常勤講師の中村朱美氏を講師に迎え
ての文書作成についての講義
＝10月6日，事務局大会議室で

10月の研修スナップ

●文書実務研修
期　日：10月6日
受講者：文書作成に興味

・意欲のある者　
22名

場　所：事務局大会議室

本学へのお客さま（10月）

◆ウィリアム・アンド・メァリー大学（米国）クレイ
グ・カニング国際部長（右から4人目）ほか
＝10月12日，学長室で

「エクセル基礎コース」の研修風景
＝10月15日，事務局大会議室で

●パソコン研修
期　日：10月14，15，19日
受講者：パソコンを利用

する事務職員3
コース計122名

場　所：総合情報処理セ
ンター及び事務
局大会議室

◆ナンシー・メッツ地方 大学ネットワーク会長（ナンシ
ー理工科大学（フランス）元学長）のミッシェル・ルシ
アス氏（右から2人目）
＝10月12日，工学部長室で
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話　　題 Topics

紹　　介 Introduction

無事完走し，ほっと一息の選手たち
＝10月31日，皇居桜田門横で

10月31日，皇居周回コースで第6回全国国立学校等教職

員駅伝大会が開催され，本学から初参加した10名の選手

は全員元気に完走した。成績は，駅伝男子が69チーム中

52位（1周5キロの平均タイム22分27秒），同女子は9チーム

中6位（平均タイム25分12秒）であった。また，女子個人の

部に出場した前田由美選手は19人中第10位に入る健闘を

見せた。

［多くの方々の御支援に対し，心から感謝申し上げます。

―――――　選手一同］

44大学の学生が参加した「第50回西日本医科学生総合

体育大会」は，この夏，東海・北陸地区で21競技が行わ

れ，集計の結果，このたび金沢大学の3年振り8回目の総

合優勝が決定した。金沢大学は今回，種目別での優勝は

ないものの，バドミントン男子や弓道女子で準優勝する

など，幅広く得点を重ね，総合2位の宮崎医科大学に大差

をつけての優勝となった。

総合優勝し，栄光の優勝旗やカップを手にする本学医学部学生
＝11月4日，医学部基礎第1講義室で

A.D.ホープ記念館（同大学パンフレットから）

オーストラリア国立大学は，本学が大学間交流協定を締結

した初めての南半球に位置する大学である。同校とは，平成8

年（1996年）にシドニーで開催された「日本留学フェア」に本

学関係者が参加したことがきっかけで交流が始まった。

同校は，オーストラリア唯一の国立大学として（同国38大学

のうち37大学が州立）1946年に創立し，現在，芸術，東洋学，

経営・経済，工学・情報工学，法学，理学の6学部7研究科が

あり，教職員約700人，学生約　１万人を擁している。キャン

パスは首都キャンベラに位置するが，湖や原生林などの豊か

な自然に囲まれており，カンガルーやオカメインコなどの野

性生物も時折目にすることができる。

オーストラリア国立大学
〔1998.8.24 協定締結〕

国際交流協定締結大学（その13）
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お知らせ Information

編 集 後 記

そろそろ行楽シーズンも終盤。目に映る季節はまだまだ

“秋”でも，肌の感覚はすっかり“冬”となった。寒い。

ひょっこり覗いた今年の“金大祭”は，割と天気が良かっ

たのにも関わらず，人の入りはいまひとつだった。思えば，

この角間キャンパスに来てから街とのつながりを感じない。

なんだか都会の喧
けん

騒
そう

を離れ，角間という山に通勤している気

がする。学生たちが帰宅することを下山すると言っているの

もなるほど……と思う。

しかし，そう遠くはない昔，私が学生だったころに比べれ

ば，かなり信号が増え，店舗も増え，格段とにぎわってきて

いる。当時は本当に“山”だった。５年余りで素晴らしい進

歩とみるか，まだまだと感じるかは人それぞれだが，先は長

い。それにこの周囲のどこまでも続いていそうな山がなくな

り，キャンパスが出現した（する）なんて，考えてみればすご

いことだ。

「50年後の金沢大学像」も，本当にどんなものになるだろ

う。楽しみだ。私自身は微々たるもので，一見，何も関与し

ていないような気がする。けれど職員として存在するだけで，

責任の一端は一人ひとりにかかっている。自覚しよう。

皆さんはどんな大学にしたいですか？ （黒田）

第29号　1998.11

このほど，医学部の高島

力
つとむ

教授（放射線医学講座）が

世界で最も権威ある放射線

学会とされる米国放射線学

会の名誉会員に選ばれた。

同学会は，世界の放射線

科医の中から毎年3人に対し

て名誉会員の称号を授与し

ている。臨床治療において，

放射線科医の読影診断が重

用視されるまでに日本の放

射線医学を発展させた功績

などが認められたものであ

る。

高島 力教授（医）が
“米国放射線学会名誉会員”に

名誉会員だけが着用を許される帽
子とガウンを身に付けた高島教授

中村信一教授（医）が
“小島三郎記念文化賞”を受賞
（財）黒住医学研究振興財

団は，このほど「第34回小

島三郎記念文化賞」の受賞

者として，本学医学部の中

村信一教授（微生物学講座）

を選出した。

本賞は，病原微生物学，

感染症学などの領域で功績

のあった研究者に贈られる

ものである。今回は，同教

授の「ボツリヌス菌および

非ボツリヌス・クロストリ

ジウム菌種のボツリヌス毒

素型の疫学研究」が評価さ

れた。

明治期比較地方体育史研究
－明治期における石川・岩手県の

体操科導入過程－

大久保　英哲
ひであき

（教育学部教授） 著

〈本学職員の著書紹介コーナー〉
人々が新しい文化や制度を受け入れる時，どのよ

うな対応をとるのであろうか。本書は，明治期，学

校教育の中に「体操科」が導入された際の対応を，

石川県と岩手県の場合を比較史的に分析したもので

ある。地域的な差異を生み出すに至った歴史的背景

についての著者の考察のまなざしの鋭さと深さは，

地域文化論の立場からも興味深い。

本コーナーに著書の掲載を御希望の方は，庶務課研究協力・広
報係（電話264-5019）まで御連絡ください。
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現在，医学部長の要職をも務める
中村教授
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平成10年11月20日発行
（原則として毎月1回第3週に発行）

金沢大学事務OB会（第4回）での集合写真
＝10月23日，金沢都ホテル（金沢市此花町）で（関連記事は4ページ）
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「皇居を見たい」の一心で国立大学教職員駅伝大会に出場を希

望し，通い始めたばかりのスポーツジムでルームランナーに乗る。

気持ちのいい汗が出て，充実感に満ち，生活に張りが出た。そし

て本番。ロードを走るのは久し振り。途中，投げ出したくなる自

分と葛
かっ

藤
とう

しながらも何とか完走できた（ただし，皇居のお堀さえ

見る余裕がなかったけれど）。ゴールした瞬間，頭の中が白くな

り，東京の空気もおいしく感じた。自分と共に力走したチームメ

イト，そして街頭の方々の声援があったからこそ頑張れたのだと

思う。うーん，風

を感じて走るのは

気持ちいい！！

小
こ

谷口
だにぐち

典
みち

江
え

（医学部附属病院

看護部）

（金沢写真院　撮影）

女子のアンカーとしてゴールする小谷口さん 屋外でのトレーニングは爽快
そうかい

そのもの


